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本
展
の
特
色

1
．史
上
最
大
に
し
て
最
上
の
大
回
顧
展
で
す
。

2
．国
宝
3
件
、重
要
文
化
財
約
30
件
、

重
要
美
術
品
1
件
を
含
め
た
約
80
件
の
名
品
を

一
堂
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

3
．国
宝「
松
林
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）、

国
宝「
楓
図
壁
貼
付
」、

国
宝「
松
に
秋
草
図
屏
風
」（
京
都・智
積
院
蔵
）は

両
会
場
と
も
に
全
期
間
公
開
。

4
．た
て
10ｍ
×
よ
こ
6ｍ
の
迫
力
！

巨
大「
仏
涅
槃
図
」（
京
都・本
法
寺
蔵
）を
展
示
い
た
し
ま
す
。

5
．も
う
一
つ
の
松
林
図
、「
月
夜
松
林
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）を

公
開（
東
京
で
は
初
公
開
）い
た
し
ま
す
。

6
．「
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
！？
」

東
京
25
日
間
、京
都
27
日
間
の
”超
短
期
開
催
展
“で
す
。



重要文化財　三
さん

十
じゅう

番
ばん

神
ん

図
ず

①
長谷川等伯（信

のぶ

春
はる

）
1幅　絹本着色　94.5×39.1㎝　
永禄9年（1566）　富山（高岡市）・大

だい

法
ほう

寺
じ

蔵
●当代随一の仏画
信春時代に描いた仏画のなかでも、とりわけて華麗な
色彩が施されている。三十番神は、ひと月三十日の一
日ずつに一神をあてて守護神とされた、法

ほ

華
け

経
きょう

を信仰
する人たちを守る善神である。
大法寺には本作品と永禄7年（1564）、等伯26歳のとき
に描いた「日

にち

蓮
れん

聖
しょう

人
にん

像
ぞう

」など3幅の仏画がともに伝わっ
ている。それぞれは、丹念に細かく描写されていて、信
春時代の日蓮宗関連の画業に携わる活動内容と作風
の特色が色濃くうかがえる。

①②

元
亀
二
年
頃

（
一
五
七
一
頃
）

三
十
三
歳
頃

◆ 

能
登
の
絵
仏
師
、
京
都
へ

等
伯
は
、
戦
国
大
名
畠

は
た
け

山や
ま

家
家
臣
奥
村
家
の
子
と
し

て
生
ま
れ
た
が
、
染
色
業
を
営
む
長
谷
川
家
に
養
子

に
入
っ
た
。
養
祖
父
、
養
父
に
絵
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
た
等
伯
は
、
信の
ぶ

春は
る

と
名
乗
り
、
日
蓮
宗
寺
院
に
関

わ
る
仏
画
を
多
く
描
い
た
。
戦
乱
の
波
の
う
ね
り
は

能
登
に
も
お
よ
び
、
画
業
を
続
け
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
た
等
伯
は
、
父
母
を
亡
く
し
た
こ
と
を
契
機
に
、

30
代
と
い
う
決
し
て
若
く
は
な
い
年
齢
で
、
京
都
に

新
た
な
活
躍
の
場
を
夢
見
て
上
洛
し
た
。図

版
①
、
②
参
照

天
正
十
七
年

（
一
五
八
九
）

五
十
一
歳

◆ 

狩
野
一
門
の
牙が

城じ
ょ
うへ

│

 

金き
ん

毛も
う

閣か
く

天
井
画

40
代
の
等
伯
の
京
都
で
の
活
動
が
ど
ん
な
も
の
で

あ
っ
た
か
、
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
。「
等
伯
」

の
名
が
最
初
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
京
都
の
名
刹
、

大
徳
寺
で
あ
る
。
大
徳
寺
で
は
室
町
時
代
以
来
、
狩

野
一
族
の
多
く
の
絵
師
が
障
壁
画
を
制
作
し
て
お
り
、

ま
さ
に
狩
野
一
門
の
牙
城
で
あ
っ
た
。

天
正
17
年
（

）
等
伯
51
歳
の
と
き
、
豊
臣

秀
吉
の
茶
頭
・
千
利
休
は
、
大
徳
寺
三
門
の
増
築
部

分
を
寄
進
す
る
。
そ
の
金
毛
閣
二
階
の
天
井
と
柱
に

等
伯
は
筆
を
揮
っ
た
の
で
あ
る
。
京
都
画
壇
に
高
ら

か
に
等
伯
の
名
を
知
ら
し
め
る
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

重要文化財　日
にち

堯
ぎょう

上
しょう

人
にん

像
ぞう

②
長谷川等伯（信春）
1幅　97.5×49.0㎝　絹本着色　
元亀3年（1572）　京都・本

ほん

法
ぽう

寺
じ

蔵
●天下無双の肖像画
白い法衣をまとう本法寺の第8世日堯上人が説法する姿。
上人の清らかな人格が描写されているかのようである。
この作品の署名によって等伯と信春という絵師が同一人
物であると確認され、昭和13年（1938）、土

ど

居
い

次
つぎ

義
よし

氏によ
り「長谷川等伯信春同人説」が発表されることとなった。
長谷川等伯研究史上、極めて重要な作品である。
等伯の生家奥村家の菩提寺は能登にある日蓮宗寺院
の本
ほん

延
ねん

寺
じ

で、本山が本法寺であった。等伯はこの本法
寺の伝

つ

手
て

によって上洛し、京都や堺で活動した。

⑤

じ



⑥

国宝　楓
かえで

図
ず

壁
かべ

貼
はり

付
つけ

⑤・国宝　松
まつ

に秋
あき

草
くさ

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

⑥
4面・2曲1双　各172.5×139.5㎝・各228.0×331.0㎝　紙本金地着色
文禄 年（159 ）頃　京都・智

ち

積
しゃく

院
いん

蔵
●極楽往生を願う金碧画
天正19年（1591）、3歳で夭折した豊臣秀吉の長男、鶴

つる

松
まつ

の菩
提を弔うために建立された京都の祥雲寺（現在の智積院）に描
かれた障壁画。70㎝を越える太い幹の楓は、両腕を広げるように
雄 し々い姿で描かれ、紅葉や木

もく

犀
せい

、鶏
けい

頭
とう

、萩、菊の草木は、幼くし
て亡くなった鶴松を包み込むように優しく画面を彩る。
ライバル狩

か

野
のう

永
えい

徳
とく

が創り上げた、画面から飛び出さんばかりに巨
木などの対象を描く「大

たい

画
が

様
よう

式
しき

」を意識しながら、狩野一門の作
品にはみられない自然描写をみせ、なおかつ叙情性を備えた長谷
川一門独自の美的特質が、みる者の目を奪う。

◆ 

一
世
一
代
の
賭
け
│

 

三
玄
院
襖
絵

天
正
17
年
（

）、
等
伯
は
大
徳
寺
の
塔た
っ

頭
ち
ゅ
う

（
歴
代
住
職
の
隠
居
所
と
な
る
子
院
）、
三
玄
院
の
襖
絵

に
山
水
図
を
揮き

毫ご
う

し
た
。
実
は
、
こ
の
襖
絵
揮
毫
に
は
、

驚
嘆
す
べ
き
等
伯
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
って
い
る
。
等
伯
は
、

同
院
住
職
の
春
し
ゅ
ん

屋お
く

宗そ
う

園え
ん
に
、
法
殿
に
襖
絵
を
描
く
こ
と

を
切
望
し
て
い
た
の
だ
が
許
さ
れ
な
かっ
た
。
そ
こ
で
あ
る

日
、
住
職
が
留
守
と
知
っ
た
等
伯
は
無
断
で
部
屋
に
駆

け
上
が
り
、一
気
呵
成
に
見
事
な
山
水
図
を
描
き
き
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
。

一
見
、無
謀
と
も
い
え
る
こ
の
行
動
が
吉
と
出
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
等
伯
は
、
南
禅
寺
、
妙
心
寺
な
ど
大
寺
院
の
障
壁

画
制
作
の
機
会
を
得
て
いっ
た
の
で
あ
る
。

図
版
④
参
照

天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）

五
十
二
歳

◆ 

永
徳
と
の
対
決
│

 

御
所
の
障
壁
画

狩
野
永
徳
は
、
名
門
狩
野
家
の
長
子
に
生
ま
れ
、
幼
く

し
て
そ
の
才
能
を
開
花
さ
せ
た
。
等
伯
よ
り
4
歳
年
少

の
画
壇
の
覇
者
は
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、

さ
ら
に
宮
中
の
貴
族
に
も
密
接
に
か
か
わ
って
、
さ
ま
ざ
ま

な
殿
舎
の
障
壁
画
に
筆
を
揮と

っ
て
い
た
。一
方
の
等
伯
は
、

30
代
で
遅
咲
き
の
上
洛
を
果
た
し
、
大
寺
院
の
住
職
、

町
衆
や
武
将
な
ど
京
都
の
有
力
者
た
ち
と
交
わ
り
、
画

業
の
修
養
を
積
ん
で
い
た
。

こ
の
二
人
が
直
接
対
決
し
た
の
は
、
天
正
18
年

（

）、
御
所
造
営
に
際
し
て
対

た
い
の

屋や

の
障
壁
画

制
作
を
巡
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。一
度
は
等
伯
の
運
動
が
功

を
奏
し
て
襖
絵
揮
毫
の
受
注
を
得
た
が
、
永
徳
と
そ
の

子
、
光
信
が
宮
中
に
申
し
出
た
こ
と
で
阻
止
さ
れ
て
し
ま

う
。
等
伯
一
派
の
勢
力
が
狩
野
一
門
に
伯は
く

仲ち
ゅ
うし
つつ
あ
っ
た

証
と
な
る
事
件
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
等
伯
は
秀
吉
の
子
鶴
松
の
菩
提
寺
で
、
京
都

第
一の
寺
と
い
わ
れ
た
祥
雲
寺
（
現
在
の
智
積
院
）
の
障

壁
画
制
作
と
い
う一
大
事
業
を
獲
得
し
た
。図

版
⑤
、
⑥
参
照

重要文化財　山
さん

水
すい

図
ず

襖
ふすま

④
長谷川等伯　4面　各176.7×94.5㎝　紙本墨画
天正17年（1589）　京都・圓

えん

徳
とく

院
いん

蔵
●静かなる絵
もとは大徳寺三

さん

玄
げん

院
いん

の室内を飾っていた障壁画。等伯は同年に
大徳寺三門―金

きん

毛
もう

閣
かく

の天井画、柱絵も手掛けている。等伯が京
都画壇に確かな地盤を築きはじめた頃の作品である。
中国名画に学び、自らのスタイルを模索しつつ描いた樹木や空気
の描写には、代表作「松林図屏風」につながる水墨表現の萌芽
がみられる。桐

きり

紋
もん

を散らした唐
から

紙
かみ

に描かれた珍しい水墨画である。

花
か

鳥
ちょう

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

③
長谷川等伯（信春）　6曲1隻　153.7×349.8㎝　紙本金地着色
16世紀　個人蔵
●世紀の新発見
本展覧会にかかわる作品調査によって、等伯の作品であることが
わかった。金

きん

碧
ぺき

画
が

の花鳥図で、松や藤の花、滝の流れなどが優
美に描かれている。松の樹皮や枝ぶり、鳥の描写などから等伯が
「信

のぶ

春
はる

」と名乗っていた40歳前後の作品とみることができる。智積
院の金碧障壁画を描く前から金碧画制作の実績を積んでいたこ
とを示す極めて重要な作品である。

③

④

2元



⑧

⑦⑫

重要文化財　千
せんの

利
り

休
きゅう

像
ぞう

⑦
春
しゅん

屋
おく

宗
そう

園
えん

賛　長谷川等伯　1幅　80.6×36.7㎝　絹本着色　
文禄4年（1595）
京都・表

おもて

千
せん

家
け

不
ふ

審
しん

菴
あん

蔵
●天下の茶人との交流
千利休没後5年めに描かれた肖像画。利休の個性が余すとこ
ろなくあらわされている。等伯が生前の利休に相対し、その表情
を写しとった画稿をもとに描いたもののようで、リアリティに富んだ
描写がなされている。
絵の上部に記された賛文は、三玄院住職の春屋宗園が記し
た。宗園、利休、等伯の三人は大徳寺三門の増築の場で合
い見
まみ

えている。彼らの交わりをうかがう上で、極めて貴重な肖像
画である。

重要文化財　枯
こ

木
ぼく

猿
えん

猴
こう

図
ず

⑧
長谷川等伯　2幅　各155.0×115.0㎝　
紙本墨画　16～17世紀　
京都・龍

りょう

泉
せん

庵
あん

蔵
・東京会場：前期陳列［2月23日（火）～3月7日（日）］
・京都会場：後期陳列［4月27日（火）～5月9日（日）］
●縦横無尽の筆の技
当時もてはやされた中国の画家牧

もっ

谿
けい

の国宝「観
かん

音
のん

猿
えん

鶴
かく

図
ず

」（大徳寺蔵）の猿図に学びながら、換骨
奪胎して自らの筆法であらわした。ふわふわとした猿
の柔らかな体毛と力強い樹木の輪郭線のコントラス
トが等伯の水墨画の真骨頂である。

重要文化財　仏
ぶつ

涅
ね

槃
はん

図
ず

⑨
長谷川等伯　1幅　792.8×521.7㎝（本紙部分）
紙本着色　慶長4年（1599）　
京都・本法寺蔵
●三大涅槃図のひとつ
釈迦（ブッダ）の入滅の様子を描く。弟子たちや動
物が集まり、釈迦の死を嘆き悲しむ。
華やかな描き表装を含めれば高さ10ｍにおよぶこ
の大涅槃図は、完成時に宮中で披露された後、等
伯によって本法寺に寄進された。首を上下左右に
ゆっくりと振らなければ全貌をみることはできない。そ
の迫力はみる者を圧倒する。

慶
長
四
年

（
一
五
九
九
）

六
十
一
歳

◆ 

一
族
へ
の
祈
り
│

 

大
涅
槃
図

京
都
・
本
法
寺
の
日
通
上
人
と
等
伯
の
関
係
は
、
篤あ
つ

く
永
き
に
渡
る
も
の
で
あ
っ
た
。
等
伯
は
、
よ
き
理

解
者
で
あ
っ
た
日
通
上
人
に
強
く
信
頼
を
よ
せ
、
慶

長
4
年
（

）
に
大
涅
槃
図
（
仏
涅
槃
図
）

を
寄
進
す
る
。
さ
ら
に
慶
長
10
年
（

）
に
は
、

本
法
寺
の
客
殿
・
仁
王
門
の
建
立
施
主
と
な
る
ほ
ど
、

本
法
寺
に
は
多
く
の
も
の
を
寄
進
し
た
。
等
伯
は
本

法
寺
の
大だ
い

檀だ
ん

越お
つ

と
な
り
、
京
都
の
有
力
な
町
衆
と
な
っ

た
。

大
涅
槃
図
の
裏
面
に
は
日
蓮
聖
人
以
下
の
祖
師
た
ち

の
名
、
本
法
寺
開
山
の
日
親
上
人
以
下
の
歴
代
住
職
、

等
伯
の
祖
父
母
や
養
父
母
、
そ
し
て
将
来
の
長
谷
川

一
門
を
担
う
べ
く
期
待
を
よ
せ
て
い
た
長
男
久
き
ゅ
う

蔵ぞ
う

（
26
歳
の
若
さ
で
先
立
っ
た
）
た
ち
の
供
養
銘
が
記
さ

れ
て
い
る
。
等
伯
の
篤
い
信
仰
と
一
族
へ
の
祈
り
が

込
め
ら
れ
た
作
品
と
い
え
る
。

図
版
⑨
参
照

◆ 

自
己
主
張
│
自せ

っ
し
ゅ
う
よ
り
ご
だ
い

雪
舟
五
代

信
春
時
代
に
等
伯
が
描
い
た
仏
画
に
は
「
長
谷
川
信

春
筆
」
の
署
名
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
寺
院
に
注

文
さ
れ
た
仏
画
に
絵
師
が
署
名
を
入
れ
る
こ
と
は
、

非
常
に
稀
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
後
年
、
等
伯
は
室
町
時
代
に
活
躍
し
た
雪
舟
の

正
当
な
後
継
者
と
し
て
、
自
ら
の
作
品
に
「
自
雪
舟

五
代　

長
谷
川
法
眼
等
伯
筆
」
と
書
き
込
ん
で
い
る
。

大
名
た
ち
に
雪
舟
画
が
、
た
い
へ
ん
も
て
は
や
さ
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

当
時
の
絵
師
は
、
注
文
主
の
依
頼
の
ま
ま
に
絵
を
描

い
て
い
た
が
、
等
伯
は
絵
筆
で
自
己
表
現
す
る
こ
と

に
加
え
、
さ
ら
に
強
い
自
意
識
を
サ
イ
ン
の
文
字
で

あ
ら
わ
し
て
い
る
。

図
版
⑩
参
照



⑩

⑨

重要文化財　日
にっ

通
つう

上
しょう

人
にん

像
ぞう

⑩
長谷川等伯　1幅　106.7×51.6 cm　絹本着色　慶長13年（1608）　京都・本法寺蔵

重要文化財　『等
とう

伯
はく

画
が

説
せつ

』⑪
日通　1冊　27.3×20.0 cm　紙本墨書　16世紀　京都・本法寺蔵
●篤い信仰と絆
本法寺第10世住職の日通上人の死に際し、等伯が70歳のときに描いた肖像画。日通
上人は本法寺中興の祖といわれ、等伯とは住職と檀信徒という関係に留まらず、長き
にわたり交友があった。控えめな色彩、力強い描線は、上人の清新な人柄までも写し
取ったかのようである。画面からは、上人を失った等伯の悲しみを感じることができる。
なお、この二人の交友から生まれたものが『等伯画説』である。日通は、等伯との会話
から、等伯の絵画観、雪舟を意識した画系の流れ、等伯自身を物語るエピソードな
ど、折に触れ書き留めた。日本最古の画論書『等伯画説』は、二人の友情から生まれ
た奇跡的な史料といえよう。

重要文化財　烏
う

鷺
ろ

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

⑫
長谷川等伯　
6曲1双　紙本墨画　各154.0×354.0cm　17世紀　千葉・川村記念美術館蔵
・東京会場：後期陳列［3月9日（火）～3月22日（月・休）］
・京都会場：前期陳列［4月10日（土）～4月25日（日）］
●生きるものへのまなざし
晩年の代表作。流麗な筆のタッチで形作られた樹木を背景に、左に黒光りするカラ
ス、右にサギを描く。カラスはぐるぐると激しく争い、サギはおだやかに飛翔し、羽を休め
ている。黒と白、動と静の強いコントラストが画面を満たしている。
等伯は、カラスやサギのほか、猿や虎など動物たちをしばしば描いたが、それらの表現
には動物たちへの優しいまなざしが感じ取られるものが多い。

慶
長
十
五
年

（
一
六
一
〇
）

七
十
二
歳

◆ 

新
天
地
・
江
戸
へ
の
旅

豊
臣
の
時
代
が
去
り
、
天
下
は
徳
川
家
康
の
も
の
と

な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
等
伯
は
新
た
な
パ
ト
ロ
ン
を

獲
得
す
る
た
め
、
二
男
の
宗そ
う

宅た
く

を
伴
い
、
高
齢
を
お

し
て
江
戸
へ
下
向
す
る
。
後
の
長
谷
川
一
門
の
命
運

を
賭
け
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
途
中
で
病
を
え
て
、

江
戸
到
着
後
、
二
日
め
に
72
歳
で
等
伯
は
亡
く
な
っ

た
。
等
伯
の
没
し
た
翌
年
に
宗
宅
も
亡
く
な
り
、
画

壇
の
な
か
で
の
長
谷
川
一
門
の
命
脈
は
尽
き
て
し

ま
っ
た
。

⑪



国
宝「
松
林

そ
の
魅
力

み
る
人
す
べ
て
を
魅
了
す
る
松
林
図
屏
風
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
謎
に
満
ち
た
作
品
で
も
あ
る
。

そ
の
魅
力
と
と
も
に
松
林
図
が
は
ら
む

い
く
つ
か
の
謎
に
迫
る
。

等
伯
の
筆
の
技
と
構
成
力

完
成
作
か
、
下
絵
な
の
か



紙
の
質
と
墨
の
質

ど
ん
な
筆
で
描
い
た
の
か

ど
こ
を
描
い
た
の
か

ど
こ
か
ら
み
た
風
景
な
の
か



松
林
の
あ
る
時
間

後
か
ら
捺お

さ
れ
た
判
子

屏
風
の
配
置



国宝 松
しょう

林
りん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

⑬

長谷川等伯
6曲1双
各156.8×356.0cm
紙本墨画
16世紀
東京国立博物館蔵



400th Memorial Retrospective

国宝　「楓図壁貼付」（部分）　京都・智積院蔵


